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＜通所利用者様情報＞

・赤坂　順市様～体重105(+1)kg、腹囲113ｃｍ。1日一時間の散歩は継続しているとの事。

　　　　　　　　食事は3食きちんと食べている事に対して、食事内容、カロリーの少ない物を食べるよう指導ある。食事に関しては青者明舎スタッフが確認してくれているとの事。

　　　　　　　　本日の昼食は「ウインナー。」と、野菜も食べるようアドバイスある。

・古舘　ヨリ様～前回採血結果聞いている。空腹時血糖・219(前回217)ＨｂＡ1ｃ・7.7（前回同じ）　

　　　　　　　　　血液が濃いとの事で栄養価の高い物は控え、水分を摂る様指導ある。

　　　　　　　　　血圧148/88mmHg　　体重66.0(+0.4)kg　側定時「増えでるごった」と苦笑いされている。

・宮　　陽子様～本人は「大丈夫です。善くなって来ています。」と話されるが、担当医が「家の中を

　　　　　　　　歩いていたら疲れませんか、通所した方がいいですよ。」に「疲れますよ、でもデイ

　　　　　　　　に来ても疲れるし休む所が無いですから。」と話される。五福からの情報について

　　　　　　　　確認すると同じ内容（近所の人の嫌がらせ･トイレに入ると外からトイレの窓を叩く

　　　　　　　　外に出ると後を付回す・小学生の時に性的暴行を受けた）を話している。精神症状

　　　　　　　　（病状）について状態よくない事を説明、抗精神病薬（リスパダール）増量・(リントン)増薬、てんかん薬（デパケンＲ）を中止としている。服薬調整について一旦は了解しているが、診察後「やっぱりいいです、自分でどうにかします、精神的な事ですから。」と言われるが、精神的な事と精神症状（病状）は違う事指導受け服薬調整には納得されている。

・松永　勘五郎様～特に変わった事は無く、幸房の仕事も順調との事。「セルリアンのパウンドケーキ

　　　　　　　　　は間に合うくらい作っていますか。」に「ハイ」と答えられている。

＜外来患者様情報＞

・宮澤　雄起様～25歳、抑うつ神経症。昨年10/3に症状改善したとの事で治療終了となっていた。（本人より）今年7月頃より悩み（顔のにきび）事があり、同時期より鼻がヒリヒリする様になり精神的なもなのかと思い再受診したとの事。皮膚科(異常所見なし)、内科（血液検査施行、来週結果出る）の診察も受けているとの事。にきびに関しては11月に東大病院で診てもらう事になっているが、不安がある為、安定剤を希望さ、抗不安薬を処方している。
・石沢　文成様～新患56歳、アルコール依存症。初飲は16歳で遊び感覚だったが、仕事(18歳)をする様になり職場での飲み会が多く、飲酒量が徐々に増加、結婚（28歳）後からは毎日晩酌
　　　　　　　する様になる。飲むと陽気になり飲酒量もさらに増加、経済的負担も大きくなり、借金をする様もなり断酒希望で受診（妻同伴）。入院ではなく外来通院希望の為抗酒剤処方
　　　　　　　している。久里浜式アルコール・スクリーニング施行（6.8点）アルコール依存症の定義に
　　　　　　　ついての説明もしている。









